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東南アジア ・オセアニアにおける諸民族文化のデ ータベースの作 成 と分析

発 火 法 2900

豊 田 由 貴 夫*

1. は じめ に 2.結 果

1.は じ め に

 発 火 法 と して と りあ げ られ た項 目は 発 火 錐(丘re-drill),発 火 鋸(fire-saw),発 火 籐

(sawing-thong),発 火 梨(丘re-plough),火 打 石(flint),火 打 金(flint and steel),発

火 ポ ン プ(fire piston)の 合 計 七 つ で あ る。 火 打石,火 打 金 とを一 緒 に ま とめ て あつ

か う可 能 性 も検 討 され た が,デ ー タ と して は別 々 に 出力 して あ る。 ま た,中 間報 告 で

は磁 器 片 で 表 面 の あ らい竹 を た た いて 火 花 を だ す方 法 の追 加 が示 唆 され た が,こ れ は

と りあ つか わ れ な か った。

 発 火 法 の 記載 され た民 族 例 は112例(東 南 ア ジ アが67例,オ セ ア ニ アが45例)で あ り,

中聞 報 告 の43例 よ り も大 幅 に民 族 例 が ふ え た。 しか し,あ とに ふ れ るよ うに個 々の 発

火 法 を みて み ると,そ の記 載 例 は も っ と も多 い 場 合 で39例 で あ り(火 打 石2905),そ の

分布 を 分 析 し,他 の文 化 要 素 との 関連 を さ ぐる に はか な らず しも十 分 とは いえ な い。

 4種 類 の 相 異 な る発 火 法 が 用 い られ て い る と 報 告 が あ るの はTanala, Palaung,

Banggaiの3例 で,3種 類 の方 法 が記 録 さ れ て い るの はTsimihety, Dafla, Lakher,

Antaisaka, Eastern Tora(ija, Wemale, Tagbanua, Ataya1, Austral, Seltamanの

10例 で あ る。 この ほか,二 つ の 方 法 が 記録 され て い るの は19例,一 つ の 方 法 で は76例

で あ る。

 ま た発 火 法 の 種 類別 に みて み る と,ま ず 発 火 錐 は27例,発 火 鋸 が16例,発 火籐 が21

例,発 火 梨 が29例,火 打 石 が も っ と も多 く39例,火 打 金 が29例,発 火 ポ ンプ はわ ず か

に1例 の み とな って い る。

 地 理 的 な 分布 の 傾 向,そ して 他 の 文 化 要 素 との 関連 を と らえ るた めに は記 載 され て

い る民 族 の 数 は か な らず し も十 分 とは いえ な いが,中 間報 告 で指 摘 され た諸 点 の 検 証
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と,従 来の発火法にたいする報告を検討 してみたい。

2.結  果

 1) 発 火 法 は,マ ダ ガ ス カル,ア ッサ ム ・ビル マ,台 湾,大 ス ンダ 列 島,ニ ュー

ギ ニ ァ,オ ー ス トラ リァ と,対 象 と した 地 域 に ひ ろ く分 布 して い る。 ハ リソ ン(Ha-

rrison, H.S.)に よれ ば,ポ リネ シア地 域 で は欠 如 し,し か もポ リネ シアで は 発 火梨

以 外 の 発 火法 が 用 い られ な い と されて い るが,SamoaとEasterと で,発 火 錐 の存

在 が 記 載 され て お り,こ れ は検 討 され るべ きで あ る。

 2) 発 火 鋸 は台湾,マ ダ ガ ス カル を ふ くめ,東 南 ア ジア に ひ ろ く分布 して い るが,

オ セ ア ニ ア地 域 で は,3例,ニ ュ ーギ ニ ア に その 分 布 が み られ るだ けで あ る。 ほ かに

フ ィ リ ピ ンやNicobarcseに も存在 す る との報 告[BALFouR I914:32]が あ り,ま

た オ ー ス トラ リア に も存 在 す る とい われ る[HARRIsoN 1975:220]が,今 回の デー

タ に はふ くま れ て い ない 。

 3) 発火 籐 は イ ン ドか らイ ン ドネ シア,ニ ュー ギ ニ ア,オ ー ス トラ リアに か けて

分 布 して い ると報 告 され て い た り[BIRKET-SMITH l965:70],ア ッサ ム,イ ン ドネ

シア,メ ラネ シァ(ニ ュー ギ ニ ァ)と い わ れ る[HARRI｣ON l975:221]が,記 載 さ

れ て い るの は東 南 ア ジァ とニ ュー ギ ニ ァの みで あ る。 オ ース トラ リァが 抜 けて い るの

は,フ レーザ ー(Frazer, J.G.)に よ る 「や わ らか いの こ ぎ り」(「やわ らか い細 い茎 や

つ る,あ るい は それ に あ った材 料 を使 い,そ れ を竹 や木 にあ て て,の こ ぎ りの よ うに

前 後 に 引 く… …」[1981:333])の 分 布 に一 致 す る。

 4) 発 火 梨 が オ セ ア ニ ア地 域 に特 徴 的 で あ るとの,中 間報 告 で の 所 見 は今 回の デ

ー タ で確 認 され て い る
。28の 例 が メ ラネ シア ・ポ リネ シア ・ミク ロ ネ シアの 各 地 域 で

広 範 囲 に み られ る。 た だ し,オ ース トラ リァで は1例 も記 載 され て い な い。 ま た,マ

レー半 島 と イ ン ドの1部 に み られ る と いわ れ て い る[BIRKET-SMITH I965:70]が,

オ セ ア ニ ア以 外 で はPalaungに その 例 が み られ る だ けで あ る。

 ニ ュ ー ギニ ァ で は発 火梨 が標 準 的 な発 火 法 で あ り,南 側 と西側 に オ ー ス トラ,リアの

典 型 的 な 方 法 で あ る発 火錐 が存 在 し,中 央 高 地 に典 型 なの は発 火 籐 で あ る との穀 告 が

あ る[CRANsToNE l972:734]が,発 火籐 に 関 して は今 回の デ ータ とか な り一 致 す

る と して も,発 火錐 と発 火 攣 に 関 して は記 載 の あ る民 族 数 が少 な い た め,こ の 裏 付 け

は検 証 で きな か った。

 5) 発火 ポ ンプは,ビ ル マ,マ レー半 島 か ら東 南 ア ジア の 島喚 部 に分 布 す る とお
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もわ れ,ま た その 分 布 とマ レー式 ふ い ご(2703)の 分布 との 関連 に つ い て は そ の検 討

の 必 要 性 が 中間 報 告 で示 唆 され て い るが,発 火 ポ ンプ の例 がIbanの1例 の み で あ り,

その 関 連性 につ い て は 指摘 す る こ とが で きない 。 た だ し,Ibanに つ い て は マ レー式

ふ い ごは確 認 され て い る。

 また,中 間報 告 で 指 摘 され た 発 火 ポ ンプ と吹矢(1101),キ ンマ用 の 筒 と棒,真 ち ゅ

うの大 砲 な ど(今 回 の 分析 で は これ らは文 化 項 目 と して は設 定 して い な い。 た だ し,

キ ンマ 噛 み は1404)の 分 布 が か さ な る とい うHarrisonの 説[HARRIsoN l 975:

227-228]も,発 火 ポ ンプ の例 が1例 の みで あ るた め,依 然 と して 確認 はで きなか っ

た。 た だ し,Ibanで は吹 矢,キ ンマ の利 用 は存 在 す る が真 ち ゅう製造(2707)は 記

載 さ れ てい な い 。

 6) 火盗 み神 話(4307)と 特 定 の発 火 法 との 関連 に つ いて は,中 聞 報 告 で も と く

に結 びつ きが指 摘 で きず,今 回 も特別 の 関 連 は指 摘 で きない が,こ れ は火 盗 み 神話 の

記 載 が あ る民 族 が7例 と,き わ めて 少 ない ことに も起 因 す る。 ち な み に火 盗 み神 話 が

報 告 され て い る 民族 とその 発 火 法 は 以下 の とお りで あ る。Andamanese(発 火 法 の

記 載 な し),Ao Naga(発 火 籐 と火 打 金), Lakher(発 火 籐,火 打 石,火 打金),

Southern Toradja(火 打 石), To Mori(火 打石), Niue(発 火法 の 記 載 な し),

Yimar(発 火籐)の7例 で あ る。

 7) 中 間報 告 で も,民 族 誌 に発 火 法 の よ うな生 活 の 基 本 的 な技 術 の 記載 が少 な い

とい うの は指 摘 され た 。 この点 に関 して,そ れ ぞ れ の発 火 法 と共 有 民族 を多 くもつ 他

の文 化項 目を み て み る と,発 火 法 全 体 で他 の 民族 と共 有 され る文 化 項 目に つ いて は,

共 通 の 分布 が あ る程 度 存 在 す る。 た とえ ば,ニ ワ トリ(1320),ブ タ(1321),方 形 プ

ラ ン(2109),焼 畑 耕 作(1312),掘 棒(1313),単 純 土 葬(4101),婚 資(3204),ふ ん

ど し(2309)な どに は 特定 の発 火 法 を 問 わず,発 火 法 全 体 で他 の民 族 と共 有 さ れ て い

る例 が 多 い 。 た だ し,こ れ らの 文 化項 目 はい ず れ も記 載 され て い る民 族 数 が 多 く,大

部 分 が150例 以 上 の 記 載 が あ る もの ばか りで あ る。 つ ま り,発 火法 に か ぎ らず,ほ か

の文 化 項 目で も上記 の 文 化項 目 とは共 有 され て い る場 合 が多 いの で あ る。 ただ し,こ

れ らの 文 化 項 目を み るな らば,高 文 化諸 族 の 影 響 を うけ て い な い地 域 で発 火 法 の 報 告

が多 い,つ ま り,高 文 化 諸 族 の 影 響 を うけて い る 地域 で は発 火 法 の報 告 が 少 ない とい

う傾 向 は指 摘 で きる か も しれ な い。
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